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この小論では、ハワデー教授の提唱する選択体系機詑言語学の枠糧みに沿って、言語の機能

に着目した類型論的分類を追求する。 世界の諸言語は、音声・音韻・形慈・統語などの諸髄面

から多様な類型に分類されてきた。これら多様な観点のうち、例えば母音・子音という吾素や

主語(という範惇があるという前提に立った場合〉・動語・目的語/補語という語穎などは外

形的基準から類型イヒが比較的容易である。そのためにこれら外形的基準による類型的研究は多

かったが、意味や機詫に立騨するものは相対的に少なかったと言える。

この小論で誌研究対象を限定するために、音調体系を扱う。まずは全言語を声調言語である

か否かで類型的に二分し、その後に節音調の機能によって非・声調言語を更に二分割する。

この小論の昌的は、上述のような意味的・機龍的観点で諸言語を類型化する理論的妥当性を

検証することであるc このことによって、現行の選択体系機詫言語学が前提としているメタ機

能などの道具立てが意味分析に有効であることを裏付けることも副次的吾的とする。
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1 .はじめに

この小論の巨的は、言語の意味・機能という舗面を類型化する枠組みを提示することである。

特に節音調(イントネーション)の意味に着目し、箭音調がどのような機能を担っているかに

ついて機能言語学の観点から類型化する。本節では接能言語学と言語類型論という手法につい

て、それぞれがどのような視点に立ってきたかを概括する。これは第2節以下で具体的な検証

に入る前提とするためである。

「機能言語学jとは字義通り、言語の機能に養目して言語分析を行うものであるが、機能と

称するだけでは研究手法が甚だ漠黙としている。ハリデー教授の提唱する選択体系機能言語学

〈耳a出day1985， 1994， 2004)では、「意味jを主要な対象として、言語だけに留まらず社会構造

全般にまで境野を広げて重層的に分析を行うのが最大の特援である。「意味Jあるいは「機龍」
を分析する道具立てとして、観念講成・対人的・テクスト形成という三つのメタ機能や、これ

らメタ機能に対応、する状況のコンテクスト樟成三要素一一活動領域・役割関係・伝達禄式とい

う階層が設定されている。

他方で言語類型論は、主語(という範需が存在するという前提に立つ場合〉・動語(あるい

はE本語のように「述部jとして括った方が実態に適合する言語もあるト目的語・補語とい

う語頼について、あるいは動詞と勤動認の活用に関して屈折・分析・謬着・孤立という分類を

立てた手法が古典的と言えるであろう(例えば、語穎に関する類聖論では角田 (1991)が世界

の130言語を対類している〉。

以下、第2箆では声調言語の区別について披観し、声調言語でないものを語層的意味の観点

から更に二分説する。第3節で段落吾調がE本語と中居語においてどのように機詑するか、実

例を用いて検証する。第生節では段落音調の機龍を詳紹に分析する。

2.音語体系の類型

発話において、語または文単位での抑揚を意味の差として具現させるのは普遍的な事実と考

えられる。しかしながら特に節という単位において、意味がどのように具現されるかは言語間

の差が大きい。言語間のこの差について、分類の客観的かつ具体的な基準を設けることが本節

における狙いの一つである。

語柔面で音の高低が弁別素性となる言語において、音調言語と高低アクセント言語の場合を

区別するべきである。表匡的にこの二者辻、語柔の抑揚で意味を区別するために叡通っている

ような印象を受ける。一般に声調言語の代表剖としてヲiかれることの多い北京語訂)と、高低ア

クセント言語からは日本語(東京方言(2)) を例に検証してみよう c

まず現代北京語においてIlu/という音を持つ4通りの一音節語と、 lya1音を第一字に持つ二

音節語の声調組み合わせを示す。漢字表記は日本語の字体を採用する。「軽声」については後

設で説明する。

(1) 一音節語 Ilul 一声(高): I震」

三声(抵): I霧」

-2- 龍谷紀要第28巻 (2007)第2号

二声〔昇): I炉J
四声(降): I麗」



二音節語

1"-2 1 2 3 4 軽声

1 
圧縮 圧延 圧倒 圧力 圧了

yasuo yayan yad説。 yali yale 

2 
牙根 牙輪 牙粉 牙色 牙口

yagen yalun yaf色n y昼s色 yakou 

3 
雅観 雅人 D]曹2二三ロ五ロ 種意 雅致

y亙guan yaren yayu yき3な ya泣lI

4 
車軍 亜麻 重鉄 亜叡 車し了

yきJ白1 yama yゑtie yasl yale 

現代北京語では、第一声から第四声までの「四声」を弁別する。これち国有の音調として西

種類の他に、[軽声jという特殊な範需が発達しているのが北京語の特徴である。軽声として

実現されるのは、助詐などの文法機能的語葉範轄や複合語の二字日以後に多い。現代北京語に

おける軽声字は、本来一字で固有音調を有していたのが、助辞や複合語の二字E以蜂などとい

う禎民的な位量のために固有声調を失い、付属的ピッチに変fとしていったものである。軽声字

の奇値は、直前の固有声調によって決定される。却ち車爵が第一声・第二声音第であれば、後

続の軽声音節は比較的高く実現さ弘、直前が第三・第四であれば相対的に低くなる。

(1)で概観したように北京語は四種類の匡有声調を持つ故、一音節語では4通り、二昔簡語で

は第二字が軽声となる場合を含んで20通りの音調組み合わせの可能性が生じる。但し吾調用化

の一般規期〈第三十第三→第二十第三〉を考慮に入れれば、音声的には19通りとなる。三音節

以上となると、軽声が生じる位量によって理論的には音調組み合わせの数は飛躍的に増大する

が、単純化すると n音節の語葉においては (4のn乗〉通りが考えられるく軽声を韓外しての

計算)。

次に日本語アクセント型の記述である。百本語アクセント型の分類はJ新明解国語辞典j(第
五抜)に準拠した。

(2) 日本語 一音節語 /ha/ 

二音節語/hasi/

G型(低): r葉j
。型(低-高): r端J
2型(低一高): r構」

l型(高): r歯」
l型〈高-低): r箸j

日本語二音節語においてアクセント型のO型と 2型は、単独では「低一高」で区別が付かな

いような外観を呈している c しかし格助語「がJが後続する際、。型の「端がjでは f低一高
一高Jと助詩「が」が高くなるのに対して、 2型の「橋が」では「抵一高-低jと助言言が低く
なる。このように日本語の二音節語では、三通りのアクセント聖が区別される。これを一殻化

すれば、 E本語においてn音節の語には (n+ 1)通りのアクセント型が観察される。

声調言語と非・声調言語はこのように、客観的・外形的な基準によってなされる。

音調言語と高低アクセント言語の差辻、このような側面に留まらない。声調言語は専ら語棄

の弁民に吾の高低を充てるため、笛音調が制約を受けると考えられる。北京語と同様、漢語の

有力方言で声調言語である広東語における節音調についてMatthewsand Yip (問94: 27)は次
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のように述べている。

(3) As Cantonese is a tonallanguage where pitch is used to differentiate words， intonation at the 

level of the sentence is restricted， at least by comparison with English. 

これは「声調言語においては、第音調は全く機能しないjという撞議であるように考えられ

る。文単位での音高低は、語嚢によって決定されるために能約を受けるのは確実であるが、段

落音調〈後述)のように段落単位に及ぶ比較的長い範囲ではこの制約を免れる余地がある。

以上の結果を総合すると、声諌言語と非声調言語という区分に加えて非声調言語を更に組

区分して次のような三分割が想定されている (Kadooka2000， 2001a)。

(4) 
語一一=口全

士と壬?壬三子ヨ亨亨
戸再1日j日間 非声調言語

非・語周的音調言語・2 語用的音調言語

Kadooka (2000，2001a) においては、非声調言語を統語的音調言語 (SyntacticIntonation 

Systems: SIS)、語用的音謂言語 (PragmaticIntonation Systems: PIS) と!R分した。ここでは

統語的音調言語を「非・語用的音調言語jと呼称を変更する。その理由は、「音調の統語的意

味合ぃ」という定義が援味であること、節音調の担う機能を語用的であるか否かを基準とした

方が分類の単純化を函れることの 2点である。

自然言語に普遍的な音調の傾向として、下捧音調は話者の情報提示、上昇音調は話者の半日新

中立もしくは聴者に対する情報提供の要求という到酉を挙げることができる。これは非声調言

語については一定程度確立された一般則であると考えられる。しかし声調言語に関しては、語

柔面でピッチが制限さすLるため、節音調にこのような側面を持ち込むことが桔対的に圏難であ

る。上述(3)のような断定は、この奇声・音韻的前提に端を発しているものであろう。

次に非声謂言語での節吾調の機誌に着目する。選択体系機能文法における節音調の機能は、

英語を主たる対象として講築されてきた枠組みであった (Halliday1967， 1970， 1985， 1994， 

2004)。これら先行研究においては、英語文例が節音調によって種々の語吊的意味合い一一ー例

えば、話者の強い疑念、皮肉、無関心、断定一ーを雄弁に示唆する実例が挙げられていた。さ

らにこのような語用的意味合いは少数特定の発話例のみならず、広範な場面においても普遍的

に盛ち込めることが示唆されていた。

このような節吾講の機能的豊かさは、日本語のような言語では観察されなかった。しかしな

がら、文末音調の下降と上昇によって平叙文と疑問文の区別はなされるという機能において

「統語的音調言語Jという位置づけをしたのであった (Kadooka2000， 2001a)。次節において
は段落音調における節音調の機能という観点から、 (4)のような3区分について新たな知見を加

えたい。
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性)における三分類の代表的言語と、各範轄における言語的特徴を開示すると次のようになる。

声調言語についての記述はKadooka(2002， 2004b)に基づき、 Kadooka(2004b)で剖として挙

げたハウサ語以下の4言語を含めている。また語用的音諌言語と非・語用的音調言語について

は、 Hirstand Di Cristo (1998)の記述に基づいてKadooka(2001a)で分類を試みた。倍加言語

lこ関してはそれらを参照されたい。

(5) 

声調言語 非・語用的音調言語 語尾的音調言語

中国語〈北京語、広東 日本語、スペイン語、 英語、 ドイツ語、オラ

語)、タイ語、ベトナ イタリア語、ルーマニ ンダ語、スウェーデン

代表事u
ム語、ハウサ語、キナ ア言吾、フィンランド語、 語、ポルトガル語(欧州、
ンデ語、 Jレガンダ語、 マジャール言音、アラピ ブラジル)、フランス語、

マザフア語 ア三ロ五ロ ロシア言雲、ブルガワア
語、ギリシア語

高低ピッチの作用域 ニHzロ.-案主主- 語葉/節 箆

語末の意味付加 終助認 終助詞 付加疑問

「高低ピッチの費用域jについて説明を加えておこう。声調言語は定義上、各語柔項目を高

抵ピッチによって区到する。このことによって、節音調の担う対人的、テクスト形成的機龍は、

(3)で述べられているように制限を受ける。非・語用的音謂言語は、 E本語のように語葉アクセ

ントにおいて高低ピッチを採用すると同時に、節音調でも上昇/下降調など、意味区分におい

ても一定程度の役割を果たしている。語用的音調言語では、語集アクセントは専ら強弱によっ

て弁別し、節吾謂が語用的ニュアンスを担う。

(4)における第一分岐、すなわち声調言語であるかそうでないかの弁別は絶対的である。しか

し非・声翼言語における分岐は相対的である。つまり、語棄が高低アクセントによって弁刻さ

れる言語であっても、節吾謂が対人的・テクスト形成的機能に富むという備は理論的に可龍だ

からである。 *3この点については詳細は、今後の研究に委ねる。

f宣言末の意味付加jについても説明しておく。便宜上「節末Jと表現しているが、日本語の
終助語・中国語の語気助詞は狭い意味での節末だけではなく、文節の切れEに置くことができ

る。一つの節に複数の助詞を置くことも可詑である。対して英語の付加疑問は、統語的な節と

いう単位でしか董くことはできない。これら三言語に共通するのは、これら助詞や付加疑問に

よって、開き手に対して情報提供を求めたり、話者の主観を織り込んだりというような機龍を

担う健面である。この機能は、話し相手に対する働きかけという意味で対人的であり、前後の

節を連携してー続きの文張をなすという意味でテクスト形成的メタ機能に関連していると考え

られる。これら節末の意味付加辻、日本語や中国語において対人的意味合いを示唆するために

節音謂の代替手段として多用されるという菌に着呂することも重要である。

ではここで非・声調言語のうち、語用的吾詩体系を持つ言語とそうでない言語の区分につい

て見ておこう。語用的音調捧系を持つ例として、欧州、iポルトガル語の記述をCruz-Ferreira 

(1998 : 171-c-173)かち引用する。大文字は、強勢の置かれる音節を示している。
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(6) a. esta a cho VER outra VEZ (a high-fa出ngtone) 

'it is ra註lingagain (and 1 cannot stand it)' 

b.porque亘司uenao D1zes 0 que PENsas? (a high-fa出ngtone) 

'why don't you speak your rnind? (you are an idiot if you don't)' 

c. SAI daQUI!! (a high-fa田ngtone) 

'get out of here!! (1 won't te丑youagain)' 

d.onde豆quepuSESte 0 meu caSAco?! (a high-fa出ngtone) 

‘where have you put my coat? (I'm sick and tired of you nlisplacing it!)' 

e. eu viVI na CHlna dez Anos (a託se-fall)

‘1 lived in China for ten years (but 1 never learned the language)' 

f. tu SAbes司uem三aqueleT1po? (a rise-fall) 

'do you know who that chap is? (he's the one who was jailed for bigamy)' 

英訳のうち括弧内に記されているのが、話者が言外に示唆している語用論的意味合いである。

同では「雨が降っている」という客観的叙述の中に話者の雨を厭う心清が、落差の大きい下蜂

謂によって増幅されている。(引は「なぜ気持ちを話さないのかjという発話自体、相手を責め

る意圏が織り込まれていると見るべきであろうが、同じく落差の大きい下降調が「話すべきだ」

という強い話者の感情に拍車を掛けている。 (e)は上昇一下降調という音調で実現されるが、「中

国で十年暮らした〈が、言葉は身に付かなかったけという括弧内の示唆は観念講成的な領域

に踏み込む'1雪報である。同じく上昇一下降調である(f)も、話者の知っている情報が予想外であ

る、という意味合いを含宥していると解するべきであろう。音謂だけで「重婚で投獄された男j

という情報までは盛り込めないが、音読を含めた話しぶちによって「こんな常識外れの事懇だJ

という驚きを先取りしたという棚冨が示されている。

このように有課である音調パターンが帯びる意味合い辻、語沼的音調体系の言語において辻

顕著である。いま一つの特徴は語尾的音調体系言語では、ほほ全ての発話において、自由に(引

のような表現が可能、という点である。非・語尾的音調体系言語である日本語でも、ある限定

された発話では節音調による種々の意味表出が観察されている (Kadooka2004b， p. 393)。し

かしこれは「そうですかJという相槌における音調型の変異に誤られ、この傍をもって f日本
語において語用的節音調が普遍的であるjとは言えないc

地方で非・語用的音調体系言語においても、下降謂-断定・上昇調-疑問という無標の組み

合わせによる節音講の楼能試広く認められる。

3.段落音読

この節では、設落音調について検証を加える。上掲第2節(3)のように、声謂言語では箆音調

の機能に申UI哀が加えられるという考えが成り立つであろうが、段落音謂についてそのような制

限が加わるか否か検証する。

段落音調とはパラトーン (paratone)のイ反訳であり、英語における節音読研究の中で「発見」

されたという経韓がある (Tench1996， Wennerstrom 2∞1)。段落吾謁の定義や実例はこれら
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文裁を参照されたい。ここでは、この定義に治った日本語の実例と、自本語例を中国語に翻訳

した場合を考察する。

次の例は、国会での予算委員会審議における質疑応答である九 2002年2月128、衆議提予

算委員会において蘇生太郎委員が遠山敦子・文部科学大臣(当時〉に費問を向ける前後の行で

ある。音調表記は、日本語表記する点を除いてWennerstrom(2001)に従う。

(7) 行

1 この点について→

2 重ねて→

3 ご努力、ご尽力をノ

4 お穎いいたしますo J. (1.0) 

5 iiそこで次に、

6 教育について、

7 遠出大臣に→

8 イ司いたいと思います。 ↓ 

凡例 →:平題調 ノ:低上昇調 ↓:下降調 、:低下誇謂 合:高・段落音調

(1.0) : 1.0秒の断結

「高・段落吾調J(high paratone) とは、話題転換の折りに18話題の務端にかけては話者が
調子を落とし、新話題を一際高い調子で切ち出す現象を指す現象を指す。この倒においては、

第 1~第 4 行が!日話題であり、低い膏謂に押さえられている。第 5 行で話題を転換すると共に

質問相手を替えている。そこで第5行の冒頭に高・段落音調を無意識に用いて、話題の転換を

開き手に訴えようとしている。

次に抵・段落音調の例である。低・段落音謂とは、本来の話題から一時的に逸脱することを

示唆する目印である。 (7)と同じく2002年2月12司衆議読予算委員会での審議、当時の昌出党議

員で、あった西JII太一郎委員の質問である。

(8) 行

1 そういう実態が→

2 ぷ私は与党ですよノ

3 私辻野党みたいに勘違いされると菌るけど、

4 与党だ (0.2) 、

5 令与党でもですね (0.1)→

6 これは (0.1)→

7 私はですね、やっぱち (0.1)、

S しっかりやっていただかなくては医ると思うんです。、

凡例 リ:低・段落音謂

l行自の「そういう実態がJは、節全体の主語となるべく切り出されたのであるが、すぐさ
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ま2行自で本来の話題から逸脱を開始する。西JlI議員は当時、連立与党を組んでいた自由党所

属であった〈自由党は後に自由民主党に合流した)が、所属議員が少数であって知名度が低い

ことを自覚していたためか、岳由党が与党であることを強謂するという挙に出た。 2行巨から

5行自にかけて「野党ではないJと繰り返している。 5行呂から 7行巨にかけては、口語独特
の元長さが端的に観察される。 5行自の冒頭では高・段落音調も観察される。これは(7)におけ

る話題の転換とは多少異なり、「自分は連立与党の一員であるけれども」と念押しするような

効果を狙っている。 6行巨の「これは」は 1行自の主語を想起させる機能を兼ねているが、最

接的に8行邑で受けられる。全体としてこの8行は「そういう実態はしっかり対処してもらわ

なくては因る」と一言で片付げられるが、「吉分が野党議員だと勘違いされると圏るjという

説嫌を挟んで、本筋から逸脱した冗語が多い。低・段落音課はこのように、一続きの節に途中

で脱議した話題を挟み込をに際して有効な目印として機能する。

次に中国語において、同様の段落音調が見られるか否か検証するために、日本語例(7)と(8)を

議訳するという関接的手法を採る(揺訳による〉。英語と日本語においては音調群が区坊りと

なるが (Halliday2004 : 14 -17)、北京語にはそれに対正、するような音調単位がないため、呂

本語と対応させる改行を行う。

(ヲ)行 務音 漢字(日本語字体)

Guanyu zh色gew色nti 関子這笛開題

2 hai yidiむ 還一点

3 qlng ntili， jinli， zhldきO. 請努力、尽力、指導。

4 Ranhむu 然后

5 gunyuji主oy色 関子教育

も xiang Yuろnshanbuzhang 向遠山部長

7 qlngw色n匂盆ia) 請間〈一下)。

直訳語で中国語としてはやや不言然かもしれないが、日本語との整合性を求めて(7)と(引の各

行が対応するように努めた。しかしながら日本語の「お顛いしますjが中国語では「請jの一

字になってE的語に前重されるなど、統語上の違いから議格な一行対一行の対応とはなってい

ない。

上倒(9)では、 4行自に話題の転換が図られているのでここに高・段落音調が挿入されたとし

ても違和感はないと思われる。 1日話題の柊末にかけて、全律的に調子を落として新話題への転

換が間近であることを示唆するというの辻、音読言語であっても可能で、あろう。薪話題に切り

替わると同時に声を張与上げ、一段と高い調子で清新な印象を与えようとするのが高・段落音

韻の持徴である。段落音調は箆を超えた広い範囲で生じる現象であるから、声調言語のように

語葉単位で利用されるとッチを超える余地がある。

次に、低・段落音調について日本語例(8)の翻訳を試みる。

一明QU
 

O
O
 
n
 

音

料
詳

淀

一行

1

爪
印
可

白
川
ザ 漢字〈日本語字体)

那議実際、、、
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a 

2 wd shiyudぎng'" 我是与党

3 y主oshimδurencuむw色wδshiy対話ngdehua， 要是某入錯誤我是野党的話、

4 wδkむnhuo 我国惑

5 wd shi yi1dきng 我是与党

6 keShi， zh色ge， 可是、這笛、

7 wるxi亙ng 我想

8 ylngai heshide chi1lIle. J;t.該合連地処理了。

前提として、日本語での例と同様に 2行呂から話題の逸脱が起こるものとして忠実に行毎の

逐語訳を心懸けている。第 l行で fこのような実態がjと話題を切り出すものの、すぐさま自

分が与党であることに話題が逸脱するという事惑は、北京語においても撞めて畠然な流れと考

え得る。そうすると北京語においても、百本語と同様に低・段落音調によって話題の逸脱を示

唆するのが自然で、あると想定することができる。

結論として中国語においても段落音講の機能は、非・声調言語と同様に認められる。今屈は

日本語例からの翻訳によって、北京語に段落音調が機詑するか否かという検証方法を採ったが、

直接に当該言語から該当額jを採取する手法が望ましいであろう。声調言語における節音調は、

このような観点からも研究されるべきである。

本節で検証した眠りにおいて、段落吾調は(4)に掲げた三区分に等しく分布するようである。

これは特に北京語のような声調言語においては、節音調が制限されるというように主張されて

きた(訟のような類型論と一線を酉す。

4.段落音調のメタ機能分析

前節で段落吾謂の実例を挙げたが、この節では段落音調についてメタ機能という観点から分

析を施す。三メタ機能のうち、観念構成はさらに論理と経験に下金分類する。

節音調そのものが、観念構成的メタ機能を帯びるという分析は想定しにくい。観念構成メタ

機龍を論理と経験に下位区分しても、それ辻同様であろう。段落吾読について言えば、慨にE

本語倒的、 (8)においてそれぞれ高・低の段落音調が盛り込まれなかったとしても、実世界に変

化はない。

しかし対人的メタ機能においては、段落膏読は大きな作用をなしていると分者すべきである。

開き手が存在してこそ、話し手が意識をして音調に変化をもたらすという点で対人的メタ機能

に関する要素辻大きい。段落音調とは f話し手が開き手に送る信号」という比磁も成立するで

あろう o Kadooka (2006 : 56)の表 (22)には、対人的メタ機能の橋に段落音読が含まれてい

ないが、このような観点からは段落膏講の対入機能機詑を評倍すべきであろう。

テクスト形成的メタ機能についても、段落音調は大きく関与していると分析するべきである。

高・低いずれの段落音調も、複数の話題を扱うという点で共通している。高・設落膏誘はiヨ話

題から新話題への転換を明示し、低・段落音調は主話題からの逸説を示す。このように発話が

複数の話題に関わる場合において、 f段落吾調が話題関の切与分けを示す」という観察が或立

する。このような意味で段落音調は、非常に高度なテクスト形成機能を有している。

節音読の担う意味についての機能的考察〈角間) -9-



節音調全体について、メタ機能別の総括を次のように行っている (Kadooka2003 : 12、京

表記辻英語による)。

、‘-3
2
F

噂
Z
S
A，gi
 

，，，，‘、 Ideational Interpersonal Te:xtual 

English Valid Va註d Valiせ

Japanese Valid 並叫ted limited 

Chinese Limited more limiteせ limited 

Kadooka (2003)には中国語のテクスト形成メタ機能に関連して、註で「段落音調について、

英語や日本語と同様の機能を存しているという前提で、誤定的ながらも中国語のテクスト形成

メタ機能は認められるjと記されている。本論第3第で、北京語の段落音調は間接的に確認さ

れたと考えているG

次に段落音調が有する機詑の、言語間格差について考察する。高・怪2種類の段落音翼は、

この小論で対象とした言語いずれにおいても確認された。高・段落音読は話題の転換、低・段

落音調は主話題からの逸脱をそれぞれ示唆するという機誌も 3言語に共通であった。段落音調

と同じように、テクスト形成富で機能すると考えられる英語の音調一致 (Halliday1994， 

Chapter 8， section 10)は、 E本語や中国語には観察されないのに比べると、段落音調は普遍

的な現象であると言える。

5.結び

以上のようにこの小論では、節吾謂の果たす機能について選択体系機能言語学の観点から考

察を加えてきた。この節で辻議論の纏めをしておきたい。

段落音調以外では、声調言語・語用的音調言語・非語用的音調言語という類型到で、節音調

の果たす機龍に大きな差が見られた。しかし段落音調に関してはこのような言語関格差がほと

んど見られず、節音調の機龍について類型論的に対照して非常に興味深かった。理由として考

えられるのは、段落音謂は箭を超えた長い範囲で作用する現象であるために、語柔レベルでの

高低ぜッチに制設されにくい、という事情が挙げられよう。

ここで一つの仮定を立てる。各個別言語において、 Kadooka(2001b)で定義したような対

人的ニュアンスが一定量存在すると仮定し、それがどのように具現されるかを菌示してみる。

本論で検証した英語・北京語・日本語の3言語を対象とする。開示した範欝一一節音調、英語

の付加疑問、日本語の終助詞、北京語の語気劫詔一ーはこれが当該言語を網羅的に示したもの

ではなしこの小論で多少なりとも言及した、という基準でのみ対象としている。図の冨讃は、

実際の用例などに比例した定量分析ではないことを断っておく。
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(12) 

英語 日本語 北京語

/は立璃

節音翼
節音調

付加疑問
終助語 i 語気助詞

今後の課題としては、対人的意味合いを具現する手段を更に精毅化して研究することが挙げ

られよう。例えば高・段落音調において、話題を転換する際には音課とともに、発話区切りに

おける間合いの取り方、声量などが相互作用している。これらは全て無意識のうちに話者によ

って制御されている。機詑という面に徹底するならば、広い視点から分軒を施す必要が生じる

であろう。

註

*1 第三声が連続する場合、ー設的に最後の第三声字を除いて第二声に変化する。(音調関化〉

馬口鉄(ブリキ)1m法るなtie/→ [makoutiる]

第三声辻、他の三音調に比べてこの点で有標であると言える。第三声が第二芦に変化するのと類似の声調

変化は、同一字音反復が第 I声として実現される次の例にも観察される。

好評児(ちゃんとしている) /h初出orl→[協ohaorl

このように北京語における声調開化法第三声で観察される場合が多い。第三声以外では、第四声における

次のような例が挙げられている〈尚 (1992:v))。

慢i婁〈ゆっくりと)lma沼地nI→ [mき目前nJ

これは第三声の反復「好好児jの場合と需じく、同一字反復による持殊倒と考えるべきであろう。

*2 この「非・語用的音頭言語」は、玄adooka(2006)における“syntacticintonation languages"を指している。

この用語変更は、声調・膏読の続一的把握のために非・声調言語を二分割する基準として、英語のように

語用的音諜が者用であるか否かを採吊している。

*3 スウェーデン語は、強勢と高母アクセントが併存する体系と考えられている (r言語学大事典i第2巻、fス

ウェーデン語Jの項目)。この 2種類のうち、高低アクセントは日本語と近い体系であるが、同持に英語
と罰様の強勢アクセントも見られる。 Garding(1998 : 121)は、スウェーデン語の箆音頭について次のよ

うに述べている。

.. there are contributions also from lexicon and s戸ltax[in speech acts conveying the speaker's attitude， 

emotion and selected center of message:玄玄].豆owever，the modal and expressive signals of intonation are so 

strong that they may override other cues. 

*4 これら担jはKadooka(2004b)からの再録であるが、ローマ字表記からE本語表記へと改編している。
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